
 §魚群調査

 Iビンナガ魚群調査

1.目的

 ビンナガ隼釣漁業は,4月末からア月頃まで北部太平洋に漁場が形成され.カツオ漁船はこ

 の漁況によって年間収入が左右される業種である。

 一昨年からの継続事業として、初漁期における漁場形成位置.漁場移動期における次期漁場を

 想定し.その海域り事前調査を実施し.本県船にそれらD結果を速報し.当業酷P一漁獲D向上

 を計r走。一一一担当者肥農道隆

 z調査フラ法

 (ユ)使用船“さつなん一'116屯52口馬力

 (2〕調査方法・一一・,='{・・ゾ

 (a〕調査海域及ぴ調査期間

       期間餌料積込■       i調査次'調.査海域
       出港入港餌場積入数量

       山

       14.6424宮之満40パイ喜界島東紀南海域一

       マ^'58宮之浦一一一一       40種子島東紀南海域

       35・155,29宮之浦40紀南海域野島崎東方

       46.{3626宮之浦4口紀南海域E140。以東海域

(舳乗組員
調査員1名乗組員18名

 (C)使用漁具一・一.∴1'1.
 I)カツオ,ビンナガ竿鉤
 I).カツオ自動釣機,ロバノクK一ア02台

 (詳細は昭和46年3月発行。カツオ自動釣機試験並小笠原諸島の漁業調査報告書
 参照の事)

 (φ調査項目
 1)・魚群調査
 皿)航走中は眼鏡で島群,魚群の発見,魚探機による中層魚群の発見
 皿〕漁況調査

 漁場位置,魚群の状況,漁獲状況
 ㎜)自動釣機の性能調査
 w)気象,海象調査
 V〕生物調査
 Vl)漁況速報

速報内容

 一17口・一



 イ〕魚群調査の結果
 (回)水温その他一般海況

 ←ラ島の衣無

 ■小餌り潴泳状況

 ㈱魚群り密度.ツキモノの種類.魚群D深度

 卜〕焼津入港船りビンナガ漁況

 (ト)そり他の参考事項

 3調査の概要一.、..一、一.・.へ1・㌧...

第1次調査

 台風3号り影響で2～3日探索出来なかったが.N29。一1口'.E13ポー5アで附近で

 ビンナガ群を発見し走。この海域は.N28L20てE13ア:附近に21℃り瞬水塊が

 みられ.この水塊り潮境附一近が・ビ・ソ1ナガ漁場で'あった。N2.一ポr16'、E134。一35て

 附近は暖流分派らしい高源域があり、こり海域にカツオ群があっ走。

 この時期の業者船漁場は、喜界島東方で鹿児島.宮崎県船が探索していたが.各船り漁

 獲変動はぱげしく好漁日、.不漁日り差が大きかつた。

第2次調査

 調査海域は種子島南東域と紀南漁場りN31。一N32襯間を,E137附近まで実施し

 た。種子島南東のN29㌧19'.E131。一4-4ζとN29L29てE132…」20鮒近

 でカツオ小判及ぴシビ混りの鳥付群を李づけ衣。ビンナガ魚群は.N32回一11∴亜13ポ

 、一州繊一ネ群で・魚紬プ・一1・畑郁小型群で・それ1よ腕・・グーH'
 ツ2}`一週・13附平の鰍島付・.・ネ群と勧餌付が叩釣竿釣り操
 業であった。

 本年の魚群は現在までりところハネ群が多い。

 ビンナガ漁場附近は.黒潮流路り南側縁辺部に当り水漏19㌧20℃台でドそつ北側には

 顕著な潮境が見られた。本県船はN32LOC'を中心に,E133。一40'～134L40'

 附近で集中操業をなし,好漁船て'日5.0ρ尾内外。漁獲尾数0の船もあり,調査船の好
 漁場を漁況蓮報一で出し,妬カ6自=頃から漁場を移している。

第3次調査

 調査海域は紀南海域からN30'線D列島東側を経て.N34。.E-14ぎ附近まで実施し

 た。N3口㌧39二瓦133㌧571一附近とN30㌧42ζE135㌧19鮒近一ではキハ

 ダり鳥付ハネ群D大群をみた。N34L・2・61・E140し48帷近に早鳥付カツオの大群
 がいたが毎時ち群で餌付不良。

 ビンナガ魚群は一N33ロー54二E141㌧1ポ水温21・1～・.1・2-3件15'
 E140。一55水源2Z8℃附近で鳥付大群をみたが.いづれも餌付が悪かr先6本航海

 の魚群は第2次調査時りハネ群にくらべ全部鳥付群であった。

 ・・一報71一



 調査時の漁場はN33。一3-4一一一画147。一E-148附近と.一N31。一きオ瓦1-4I㌍㌧一一一一

 142附近とり2漁場で操業.昨年より東ヵへの移動が遠かrた。

第4次調査

 調査海域は.皿14げ以東の海域に主力を注ぎ.特にN3ゾ～3ぺ,E143口～147。

 で実施した。ビンナガ魚群はN3量L21てE144。■一58二N3プー15てE145し

 一1口てN3グー501画145㌧5口/附近で,鳥付ビンナガを多くみつけ走。

 N3ト37二週145。一5げ附近わ魚群は,カツオとビンナガの混合群で移動が速く解
 付は良好でをかった。N32。一5f.E146L5げ附近は島群多く,ビンナガDハネ群

 もみられた。

 魚群り多くみられた海域は,水漏21㌧23℃D水温差D大きい海域で、暖流張り出し香状

 り部分に多くみられた。

 こり期間甲の本県船は.N34。、E148附近と.N35=E152附近り2漁場で操

 業したが6月19日以降.調査船り速報で.N3グー5口てE145沖心D漁場で1日ビ

 ンナガ400～1,O口O尾のかなりD漁があつた。

4.結果

 ビンナガ魚群調査り成果は.

 (ユ)漁期がはじ・まるまで業者船はカツオ漁業に専従出来走。

 (2)初漁期の漁場位置り確認、速報ををしたので業者船の適切立漁場探索が出来た。

 そ3)東経140一以東へD漁場移動が速やかに実施された。

 (4)魚群探索海域ぞ弘くな!漁況資料が多く収集出来年の了業者野の漁場探索を有利だし走。
 (5)県外船1情報として.焼津入港船漁況を沖合速報したので,沖合漁場の範囲及び魚群移動が

 か云り把握出来た。

 本県船D漁期中つ漁況についそぱ「ビンナガ漁場図」として発表したのでこり稿では省略する。

 一1ア2一



         航海次数12

         年月日4&4.14司.225.15.15.35.5

         N28.16'3口。1口'29.19'29回29'3ガ11'32。口9'

         漁場位置

         E134.35∫13ゲ5プ131口44'1.3ぐ.30'.13ポ3口'13859'
         .=1。

         気一1夫候一σG一〇CCo

         象・風向・風力E8m/SeoS12亙王昭一アNE5SW5N2

         琴雨水・温21・1℃.23.222-420.口194

         'ツキモノ、嵩鳥鳥鳥ハネ群一一鳥         魚

         群群り大小小小小小小小         性

         状餌付良否否否否否やや良否

         開始時15h31m口・15一.1口23174818000921

         幣.釣、・終了時15h4口η1口9001045175218250945
         獲

         使用約数14599一55

         カツオ78尾2825
         漁

         目一廻1.3kザ1.6ゆ1.61.6～2.目

         獲ビンナガ116940
         12.口～18.O12.口～14.012.口～14.O
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         キハダ
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          航海次数3

          年月日5.235-235.23;5一..235.235.23

          N33.53'33.55一'3チ55!.'3859'34.15'54.15'
          漁場位置

          .E141,r.ろ'≡141回ロプ14ブD一プー1-4ゴロ9!140.55'14口。55'`

          気天候CooCoo

          象風向.風力NW2NW2NW2NW1

          表1雨水温21.221.221.221.222,822.8

          ツキモノ鳥鳥鳥鳥鳥鳥          魚

          群群の大小中小小小中中          性

          状解付良否否否否否.

          .開始時]44506口8口625=○ア181507。1ち一口ロー

          漁釣

          、終了時u51口0618口634○ア25155口・1-6!10
          撃

          使用約数55・5555

          カツオ

          蹄

          目廻

          鐸,㍗美ガ…571-6'41土、1.口～1棚;1I89.44          90.～11卑Ol;側～1側・...13.O1.'10.口～1・6.口1口～18

      
    

ヨ

          メバチ

          物

          キハダ
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       4

       6.186.186.18一.6.18一6.186.186.18

       32。ロア'32。ロプ3牙Dプ3グロプ'32rO〆3一グロ7'3～ロプ

       44.17'144.1プ144.18'144口18'144.18'1-4・ゲ18'14グ18'

       COo0CCO

       SW-3SW3SW3SW3SW3SW3SW3

       23,123,1

       鳥鳥鳥鳥鳥鳥島

       中中中甲中中中一一

       石否否否否否否

       1445二15ロロ1.5之91-6121635・1645'16.。55

       1450151015541-625164016501アO口

       666一5555
       ''

       4=53.5852.1、.
       1・'一

一17.6一



         一一一一一一一         航海次数

         年=月日6.1・8&18i・6.186.186.196.19

         N.一32'07'3グロ6'3グ06'3ヅ06'32.2プ3グ21'

         漁場位置

         届14ぺ18'144.21'.1-4小21'144.21'144.57!14405プ

 
        
'

         気天候GOGCC0

         象風向・風力SW3SW3SW'3SW3SSW3SSW3

         表雨水源22.922.92Z925.823.8

         ツキモノ         魚鳥鳥鳥鳥鳥鳥
         群群の大小中中中甲中中
         性

         伏餌付良否否否否否否否

         開始時17u518uアτ8251830て6u51628

         漁釣

         終了時1アOア1820182ア1839161口163口

         獲

         使用釣数555546

         カツオ

         漁一
         目廻

         獲ビノナガ136=・2312
         15.0～1スO1a0∵1ア0

         .メバチ

         物.
         .キハダ

 一1-7アー
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       6.196.206.2口6.206.2口6,206.20

       32.21'32.14'3オ14'÷ll!きグ14'32?14'32.14'
       144059!14㌣04'145.04'145.u4'145口4'一145.04'

       CSSW323.8CNE.223.4GNE223.4GNE323.40NE323.40NE323.40NE323.4
       島中否鳥大石鳥大番島中否島中否島中一石島中否

       163417口2u42u口425u445u4480450口4.52045705ロロ口5口4051口口54u口553
       6555555

       1

       4113.0～1Z01212・・321

一178一一



    航海次数4

       年.月I日一6.20.62口18.206.20

       N3ガ1.9一'る2'19・`3が1.9'31が19'

       漁場位置
       囮'44㍑・≡へ≡14ぺ2〆一14.4リ2{・!W22'

 
      
I

      気天候Oooσ

       象風向・風力N亜アN皿アN〕田7一NEア・一

       表面水溜2色523.52亙5。2-3.5

       ツキモノ       魚鳥鳥.需鳥
       群1群の大小中中甲中一
       性・

       状1餌付良否やや良やや良やや良やや良

       1一開始時080408550910・1030

       漁釣

       ・一終了時0!8500900口19-2o・.10-35
       獲

       使用約数5555

       カツ…オ6

       漁

       目廻

       獲ビンナガ67106・1
       O.0～18.O

       メバチ

       物3!
       キハダ

一二一179一



第1図  No.1次調査図

 4/10　4月10日正年位置

魚群

鳥群



第2図  No.2次調査団

業者船操業位置

潮目

魚群

鳥群

 4/30　4月3口日正午位置

三重県船

宮城

茨城

鹿児島



第3図  No.3次調査図

 5/20　5月20日正午位置

鳥群

魚群

宮城県
三重県
静岡県
宮崎県



第4図  No4次調査図

 6/20　6月20日正午位置

鳥群

魚群

潮目



第1表  ビンナガ体長.体重組成

             ＼体重(kg)、俸ふ＼0～8.0～90～10.0～11.0.～一12-P～113.0～14.0～15.0～16.0～170～18.0計一
             0～7口.00

             ～72,0一1
             ～ア4.013228

             ～ア6.q5155126

             ～78.0314724

             ～8口.0816一12・4一40

             T152171・.35
             ～84.01717539

             」131196131
             ～88.0115613228

             ～9口.0154I313

             土1一12
             ～94.o33

             ～9&0

             計1114τ37554422248フ250

 ;＼体重(kg)一0～

第2表..  カツオ体重,体長組成

              重(kg)体長(訪＼、～1.10～1.15～1.20～τ、25～τ.30～1.35～1.40～1-45～.1ミ50～1.55～1.60～一。.1,65計1
              ～…T
              ～39011

              ～4口.011

              ～41.O1一一1一13

              ～42.O2一'3I3I4113

              .㌻4ユ0一一一一.1,..コ...3.一....7.316

              ～44.011533215

              ～45.OO

              下二t1
              ～4ZO

              計..134571747250

`184一



浮魚魚群調査

 ・1.目的

 旋網業者り漁獲能率の.向上を計るこ一とを・目的と.して.一特定海域(既存漁場うや海洋観測定線

 に拾ける浮魚魚群の分布調査を行い.得られ走結果についセは予め定められた通信縞によって。

 辛該竿に連絡比又・・;年1月の続海域り調査では海況の短輝動の把握と、岬の変動
 卿魚群麻ついて痛査も試晩一一一一・(担当者!一庄市正)
2.使用船

 さつなん吋屯'一115-2!馴
 ㍗山口.英騨船長;他1.7ミ名3.、

 魚群探知機一∴一一一1
 垂直用海」=電機D-4型,24KC,記録1ノンジO～200m。三・

 前科用・D-33型、24K0

無線電話機

 .二SSB.デ0W・PSBlW

 峯一、警間拾1ぴ甲域....∵・1..・。∴、
     {一,、

     次海洋観測定線特定海域使用船'調査海域

     1昭466.2～&9さつなん定線

     2ア1～Z9〃〃

     …;8.31～99〃〃

     4・・I91.5～930〃一向之浦,長島,甑島(サパ標識放流)
     一'5111.・2～11.8〃定線

     61■.11～11.20{一種子屋久近海.梅吉曾根ゾ.一
     ..ア4ス。1.6～τ.15{定一線一

     8.1.21～1..28.一。'}種子.屋久近海一

 
    
,

     ・9、4.～311''定一..線

 4。調査結果

 (1)特定海域の魚群分布状況

 特定海域む調査(46年11月I4フ年1月)は種子.屋久海域を王とし.他に梅吉曾根=

 大隅海峡を含め走。

 各々り調査結果は以下りと拾りであった。

 一18・5一



 イ46年1-1月(11～20日.)

 11月上旬の黒潮流域は、・屋久島西方海域では例年より北上し.勢力も強く屋久島南.

 種子島南東カでは接岸D傾向にあr走。中旬は潮流向速が屋久新曾根近海ではSSE1.2

 節、種子鼻南東30浬賦近で坪里E1.2節が寧響され、黒潮流域?接岸傾向停持続してい
 走。調査海域り水溜(510m層)は上旬よ地1度前僕降温し.21～23度合であつたが

 。屋久島周辺には周囲よりや、低い22.6度以下D低湿域があっ走。.

 魚群η分布は、こり低源域D縁辺部にあ走る宮之浦～島間沖.屋久島、種子島り南部に一

 みられたりが特徴で.この他梅吉曾根.屋久新曾根、種子島東部で若干魚群反応をえ走。

 魚群り遊泳層は.宮之浦ではや㌧起伏のある海深160mり1・00～14・6mり中下層

 にサバ型D小反応が点在しこれから島間沖にかけては海深110～135例(平坦地j

 り中層にム目アジ型と不規則型の魚群反応があっ走。叉種子島東部てばや㌧起伏のある海

 深15.qmp下層にサパり小反応があつた。

 以上のように低渇域の縁辺部附近に魚群反応は多かったが.11月jD旋網による水揚量

 ぱ261・屯/20ケ統(枕崎港〕で極端に悪かコた。王漁場は竹島.開聞海域で種子,屋久

 海域では。馬毛島。島聞沖でムロアジ玉体D漁が若干あrた程度である。(第1図)
 口、47年1月(第1回2・1～2.5日)

 黒潮流域は11月同様屋久島南部や種子島南東域で接岸傾向にあり。.大隅海峡には暖流

 分枝流の影響があつた。

 水温(50m層jは18～20度合で、屋久島周辺には一19度合の低潟域があっ走。

 魚群の分布は屋久島.種子島D南部や馬毛島西部等低湿域り縁辺部にあたる海域に多か

 っ走。屋久島～種子島の南部には水深4口例以深り中下層にムロアジ型一あ反応が多く,こ

 の海域にはムロアジ類の来遊が多かった。叉馬毛島西部の海深100～180例の起伏の

 多い海域では。水深40m以深D中下層に魚種不明り棒状型り反応が多かった。この他屋
 久新曾根ではムロアジ型.種子島東部ではサバ型の反応があr先。(第2図)

 ハ,.4アー年i月(第2回26～28日)

 大隅海峡では南下流が観測され一本潟(50m挿)は第1回目より1匿前後低下し17
 ～20匿台とをった。前回にみられた屋久島周辺の低潟域は観測点の関係で今回噂はコき

 りしなかった。(第3図)

 魚群の分布は、前回D調査時にみられた屋久島～種子島り南部や種子島東方域てば得ら

 れなかつたが.南下流の強かった大隅海峡には.や㌧起伏つ多い海深100～110.mが

 40m以深D甲下層に棒状,垂直型やそり他の不規則型の魚種不明の反応が多かrた他

 海底にはアジ型の反応があっ走。

 こむ海域では.この種の反応は昼間に出現し.夜間には殆ん・ど出現し庇い傾向に'あると

 とが知られている。(前回の調査は夜間で、こD種の反応ぱえられていをい1しかし,こ

 の海域のこり種の魚群反応り三E体は,底刺網(アジ用)や他の漁具でも確認出来ず.拾ぞ
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 らく旋縄り対象とはをりえをいもりと思われるが.今後魚種確認を急ぐ必要がある。

 1月の雄網による水揚量は40・42屯/85ケ統(枕崎港1)で㍗㍉ムロアジ類とも好漁し

 ・.た。漁場は種子`.摩久島を空とし、他に開聞沖でも操業が見られた。

 一特定海域調査で奮え魚群量指数

 魚群量指数D海域別坤率。%
莚航海魚群量

 .,月・」調二査海域鹿児島大隅種璃種子屋ク新
理数指数屋久

 湾内東一部・東部二南部曾根

 4乙11'種子・一屋久近海1.213440ア6一己2
 、梅芦曾稗・大隅東部

47.1

 種チ・屋外近海.600.64260
'大隅東部

 .全.上2704Z6ア4145855

山8-84 2-9

33.4

 (2)定纏調査り魚群出現状況

 定線調査(漁海況海洋観測jに拾げる.魚群のヵ布ば脊調査月を通じ.鹿姫島湾内や大隅東
 部で多くみられ光。

 大隅東部でけ9.3月に総魚群量指数今O～70%を占め、、叉鹿揮島湾てば7,11,1月
 一に50～20・%を占めた。(。第1～4琴)

 定線調査で得た魚群量指数

          総点呼魚群遺指数の海域別年率。。%.=
          調査月麟野間大隅種子

          指数～宇治甑島          湾内開聞東部1東方騨.沖一合一
          仏7一,7ん弩32.・・と2.1O.31。ミ1=3一.圧4
          91594111&0己218.O62-8

          一1、2α61ξ52.925-62-9一18.6

          千z・'■1・1・子62・声・40・34.8リ7口r5・.

          3一461.8745.412.16991,1一一Z皇・一43・・。・
          ■j.・

          討、830,494247.隼O.&7.55-7.}5具g.40≒5
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第1図  魚群の分布と海況

第2図  魚群の分布と海況 第3図  魚群の分布と海況



第1表  海域別総魚群量並びに魚群数及び魚群延理数

年月 域名

 総魚群数並び
 に魚群総理数

 D3・2群  D1群

         1一'」1川一酬■一

         魚群数延理数魚群数延理数魚群数延理数D3・

         鹿児島湾内134.6978五15051,54764.

         宇治20口.3502o口.350

         甑島近海50α35050リ350

         46.7沖合2O.0282口.028

         種子東方50-08420-04230.0420,

         大隅東部3皿0283口。028

         計935.53710己192832.34565.

         鹿児島湾内24O.595130.4621τ口。13324、

         野間～開聞4O-16140.1615.

         宇治51.10651,10628.         9

         沖合4皿0354O.035

         大隅東部452.156341.75ア11口.39997

         計824.05356ヨ.48626リ567155。

         鹿児島湾内15α4137皿3088O-1059

         野間～開聞6皿12620.0844ロー0424。

         11甑島近海アO-210201755口.0353.

         大隅東部1口、02τ10,021o、

         一一一一一一一一

47.1

計

鹿児島湾内

沖合

種子島東方

大隅東部

計

鹿児島湾内

 野間～開聞

屋久島近海

沖合

種子島東方

大隅東部

計

・9リ7701・い588
121.3口291.169

10.02110.021

4口.08440.口84

・・ll・・1・・1・1・・
392.569362.436

51.33041.022

122.17ア122.177

5口.35050.350

70,420アロ.420

 40.1124口、1'12

163.612163.612

・・…ll…6・93

170.182

3口.133

 3口.1る3

10.308

1u.308

2群

64.400

0840

65.240

24.122

5180

28.840

97804

155946

959口

4.536

3.710

0,6ア2

18.508

ア0.378

0.630

0.840

38.836

110,684

23.408

55.8ア4

33.348

19740

5.320

322.644

460,534
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    群量10浬当り

    D1群記録平均魚定線理数    .計群長(浬)
    8,0927'2,492O.63974

    1.6801.680ロー04282

    1.050一二1,050リ09736

    0,336・0.3360-001173

    0.1821,022O.004196

    0.2520.252O.002110

    11,592アん832α059930

1.337

0,105

2.023

3.465

11253

0.672

0,182

2,10ア

…1
110.78

1,5'4D

1.540

25.459

5.180

281840

0.105

99.827

159,411

10.843

5.208

3,892

 q.6ア字

20.615
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0.840
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1-11.762

'一24.948
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19ア40

5.320
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口.002

0;008

 口、τ7ア

 ロ、001

口.004
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口.027

0.181

 口.187j

0,024

口.024

0.005

0.328

口.086
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ア4
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τ10

93!」
74
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第2表  魚群長(浬)の分布

            魚'群長の階級(浬〕

            年月海域名0O.05ロー10O.15α20口.25O-30口.35口.40O.45

            ～～～～～=1㍗..'α30～～～～            O.05O.10O.150.20口.25皿35O.40口、45O-50

            鹿児島湾内1111一11

            467種子島東方2

            計311111

            鹿児島湾内1111

            1

            野間～開聞31

            9宇治131

            大隅東部29211、.1

            一一計4343312

            鹿児島湾内52

            野間～開聞11

            11甑島近海11

            大隅東部1

            餓㍊÷11             2111

            沖合1

            4ア1種子島東方4

            大隅東部1462

            計2274111

            鹿児島湾内1111

            野間～開聞71111

            屋久島近海221

            3沖I合421

            種子島東カ4

            大隅東部4521一11

            計2111522211
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第3表  魚群の高さ(m)の分布

            魚群り高さり階級(m)

            年月海域名010203040506070'80
            ～～～～～～～～計
            102030405060ア08口趾

            鹿児島湾内5111一8

            46-7種子島東方112

            計621110

            鹿児島湾内2ア413

            野間～開聞1124

            9宇治55

            大隅東部9885121.34

            討122114512156
            一・・一

            鹿児島湾内1517

            野間～開聞112

            11甑島近海112

            大隅東部11

            計281112

            鹿児島湾内113319

            沖合11

            4ア1種子島東カ4■4

            大隅東部335122

            計81584136

            鹿児島湾内134

            野聞～開聞911112

            屋久島近海211115

            3沖合3317

            種子島菓カ224

            大隅東部13443116

            計101087642{48
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第4表  魚群の上端水深(m)の分布

              魚群の上.端水深(m〕の階級

              年月海域名0m1020304050607080=991qρ
              ～～～～～～～～～～計
              1020304口5060708090100.以上

              鹿児島湾内14218

              467種子島東カ22

              計142510

              鹿児島湾内317213

              野間～開聞ミ…14

              9宇治55

              大隅東部6711331334

              計.371416・346356

              鹿児島湾内527

              野間～開聞112

              11鍋島近海112

              大隅東部11

              計6211212

              鹿児島湾内23229

              沖合11

              4ス.1種子島東方1214
              }

              大隅東部5ア1221422

              計51153一21221436

              鹿児島湾内2114

              野間～開聞335112

              屋久島近海111i5

              3沖合1?2.・…27

              種子島東方154

              大隅東部83112116

              計3仙91321量4848

 ㌧イ羊斗[
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 皿ヨコワ魚群調査

1.目的

 睡南海域りヨコワ曳網漁業は海況り変動により魚群回游り多か.漁場D拡散によつて.操業

 船り漁.不漁が非常に激しいため,各沿岸域り出漁船をして漁況情報の交換を充実せしめ.漁

 獲増大均一化を計ると共に.指導船による初期漁場調査り魚群探索と.五島.対馬海域への出

 漁の丸めの基礎調査を目的とした。

 z調査刀法

 ①使用船倉拾すみ3ア85屯260馬力

 ②調査期間及ぴ調査海域

航海次調査期間調査海域

 第1次航海昭和46年11月10日～11月20日枕崎丁節島一五島列島海域
 第2〃11月24日～11月30日甑島一天草一枕崎沖合

 第3〃昭和47年1月8日～1月16日枕崎一津倉島一黒島一竹島

 第4・1月21日～1月27日枕崎一硫黄島一黒島

 ③使用漁具

 ⑦ヨコワ曳縄漁具(昭和43年度事業報告書44頁参照〕

 ◎ヨ三ワ浮延縄漁具34鉢釣針数1ア0千
 1鉢D構造・・1幹縄.ク1ノモナ(4匁大〕叉はナイロン(4榊大j

 長さ25m切x6不=150m

 枝縄テトロンア0号長さ6刎切x5本

 釣元糸'ナイロン30・号長さ2刎切5本

 ≡釣針タルメ針26号一'5本

 (釣元はラミー2本撚虫長さ7mで結ぷ〕

 浮子サイコラック径12醐一1ケ

 浮子縄ナイロ!径4棚長さ1.5m

 ④1調査項目

 ヨコワ曳縄を曳行し漁場調査を実施し走。しかし浮延縄は使用せず。

 ノ)調査海域の各層水温観測

 『テ漁況情報交換
 =j鹿本試I枕崎,山川.串木野各漁業無線局及び野間池そり他の海岸局(60MO叉は一

 一・PSElW)無線電話.中心船DSBlW無線電話と,各船27MO帯トランシーバー利用

 雁よる情報交換の実施(組織図参照)・.

 人～五島.≡科馬海域の目ゴワ曳縄漁業出漁の定めの間ぎ取り調査
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3調査結果

 ①本年の.ヨコワ漁況

 10月上旬種子島近海で若干漁獲が見られ.叉鹿児島湾内り海潟一桜島沖合で10月下旬

 から11月中旬萱で漁場が形成され.好漁船てば1日60尾(体重るkg前後)の漁がある特

 異庄現象も見られ走。

 一カ.甑島北西海域では天草沖合と同じく11月下句から漁場が形成され好漁統あつたが

 余力長くは続かず,例年の王漁場である枕崎沖合では11月5日初漁があり好漁が期待され

 走が12月下旬5日間若干り漁が見られた外は不漁に終虫、本県り目占ワ曳縄漁業は全体と

 して不漁型で終漁した。・,

 ②調査船による漁場調査

 指導船による本年のヨ■・ワ漁場調査は五島.対馬力面への出漁の丸めり条件調査等の要望

 がなされたPで,第1次航海ぱ11月11日よ蝸瓦島北西沖より五島近海漁場の魚群調査と

 同海域へり出漁に関する諸調査のため.長崎県五島支庁(経済課水産係j小値賀.福江.富

 江資漁業協同組合及ぴ同海域出漁の各県曳縄漁船に対し聞き取り調査を実施した。

 .指導船に拾ける魚群調査では各漁場共にヨコワの餌付は全く見られなかった。同海域D一般

 漁況としては上五島北西海域で9月一10月中句まで小値賀漁港を中心に体重1～1.5底m

 小型魚の好漁があつたが.その後ぱ11月下旬の漁期に人っても回游は見られていない。

 一万.下五島の福江港を基地に数十隻り漁船が王に東側漁場で11月中旬まで操業してい

 たが11月中旬以降は天草西沖まで漁場が形成され各県漁船も拡散していた。

 第2次航海は甑島一天草西沖を主として調査したが王に天草沖に漁場が形成勧て,体重も

 3-4km大型魚で箱出好漁であった。指導船では11月30日開聞岳南3浬附近で体重3

 kg前後りヨコワ5尾を釣獲レ情報をながしたが.その後の漁場形成は見られ左かった。

 第3,4次航海は王として枕崎沖を中心に黒島.竹島を結ぶ線内の漁場を探索むだが,

 1月中旬津倉を中心に若干漁獲が見られ走だけで全体として不漁であった。

 ③五島.対馬海域への出漁について

 五島近海域への出漁については.上五島では小値賀港を基地に西及北西海域漁場へ.福江

 港てば下五島D東西海域漁場へそれぞれ航走5時間以内り範囲で漁場が形成され操業に便利

 である。ごり2漁港ともに水揚.給水油そg他食料.厚生設備等については基地として充分に

 完備し何等支障は左く出漁について問題は在いようである。しかし対馬海域では上対馬の鹿

 見.西泊.仁川.泉そD他漁港を基地に例年9月頃より操業がなされ.好漁があるようだが

 西方海域D漁場では.海況により日韓漁業規制海域西側り韓国寄りに漁場形成が多くをり.

 領海侵入のおそれ等があり操業に制約を受けることが多く地元船としては同海域へり出漁は

 余りごD董れていない模様である。叉五島.対馬共に離島D関係上水揚魚価が安いため好漁

 日には大き庄消費地.博多.佐世保、長崎市等の各市場に自船水揚するために,釣りだめ操

 業が多いので鮮度保持等考慮が在され之等の船は魚鰭装備(米蔵)を良くしている。
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 ④漁況情報交換について

 枕崎,山川.串木野各漁業無線局の協力は充分に得られたが、海岸局(業務用60MC)

 について設備D不備なところも鋤,王として電話運絡に終り一冬船間に於ける情報交換は数

 隻の漁船については良く実施出来走が.ヨ・芦ワり出現がをい先め他漁業に従事し走漁船が多

 く、図示の系統的情報交換については全く好結果を得ることば出来左かった。之等について

 次の事が考えられるようだ。

 ①I・…1ゴワり回游が少く散発的を漁場形成りため出漁船がをかっ淀。

 ②集団出漁船団が在かr走。.

 ③漁場内に歩けるトランシーバーの使崩が種々雑多で個人の情報交換が玉体に在rてい

 る。

 ④図示Dような情報交換が最良の方法でぱをいが.将来回游魚に対して集中的漁獲効率

 を揚げる上からは万法として壇入れなければならをいが.一未だに先がけ的ふん囲気から

 脱皮出来在いように思われる。

 ⑤他県船団等り相互り連絡が良く取られているが.その模様を聞取るだけの使用が多い。

 ⑥図示の系統的伝達方法として上か下に流れているよう左現況であり之が下から上に持

 込まれるまでに通信漁況の充実が望まれるようである。

 担当者塩田正人・肥後道隆

 一19アー



第1図  漁況情、情報交換系統図

凡例

 集約漁況及び一般漁況

一般漁況

鹿本試
 60MC又は

電話
各県水試

電話

指導船

おおすみ

串木野 枕崎 山川 省間池
 その他

各漁業無線局

無線電話

仁王崎 '野間池 枕崎 自沢 石垣 水成川
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 §漁具漁法指導

 ゴチ網漁法指導

目的

 近年鹿児島県下のゴチ網は各地区に普及してきたが,統数り増加にともない一部好漁しない船

 もある。本試ではこれらの地区で講習を行い業者の参考に供している。

 指導り概捜

 昭和46年度は長島町沿岸域の海底図の利用法に関する説明会を兼ねて実施した。

 期間.参加人員等は次のと参りである。

内容年日王催者会場出席者

 ㌶慧払岬幾J簑員会鶯練t漁飢
,1

講習内容

 海底図(長島沿岸域〕の見方.使用方法について説明し走。ゴチ網については宮言己式深さ

 計により計測され先ゴチ網η浮子.沈子網1D時間的庄開きと漁獲二量との関係その他について

 説明した。

 ■九州山口ブロツク水試漁業分科会

1.目的

 昭和41年5月発足以来,西日李海域に拾ける漁具。漁法D紹介、漁業全般についての技術

 交流を目的とする。

 2。実績

 年匿毎の刊行物は次のと捨り。

 昭和42年度西日本海域における刺網漁業

 昭和45年度・小型底曳網漁業・

 昭和46年霞1・一本釣漁業

 47年度は延縄漁業を取り上げ現在調査中であ札

 皿まき網漁業漁船、漁具装備調査

1.目的

 水産庁(西海区水産研究所〕委託によるもので.旋網の漁船。漁具.装備の変遷と漁獲量と

 の関係を究明するのを目的とする。
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実.績

 鹿児島県では8屯型,19屯型.68屯型名1一統を鍾当し結果は担当本試に拾いて検討中で
 あみ。(資料第1表～第4表〕I一'一一一一一一一'一'一一'一H一三

第1表旋網調査概要

阿久根市黒之浜11三代丸  19トン型カタクチ網

          r(4041一4グ'4344.45一46
          綱;トン数8"三つ一〃・1939・〃一一1".〃'

          35〃ジ・〃115〃〃〃

          正司「・〃魚1灯2〃一〃〃
          ⊥

          1.8&1.8〃〃〃〃          船舶=PS1・・T「「∵星1〃〃〃
          数連1一漕浴11二]二=1+ト          ■1          運搬船I一トン数一53一158〃一
          PS・・い・∴ア035〃;111〃〃          網船710〃一・"一.・〃

          乗組員灯船2x2=4〃"魚・模〃〃〃          .揮搬船運2漕2〃〃一33〃一〃〃
          計15〃〃22〃〃〃

          省力一機械網か舛機ネッートゾンデ
          浮子綱長100K1¶0〃125150〃.I一210

          沈子綱長イ15=一125〃145172〃'一240.

          材質Iクレモナナイロンテトロニ/、          〃〃〃I'〃

          網主要地部大きさ.4本〃〃〃〃〃一一6          自今I身5節2ア〃〃〃〃20

          網.一丈.6口K〃〃65〃〃75一一

          網地総長145K155〃180〃・・〃一一300

          G3〃〃〃〃〃・〃          浮1規格子個数600660〃7519・00".11200
          材質鉛〃"〃〃〃・一一一〃

          沈子規格50匁〃・"〃〃.・㌃.日〃
          個数1≡500…11,600〃1.8502.100〃.三二・3.口00

          備.考小型旋網中型之転換

 詩iガ.
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第2表

阿久根市黒之浜  11三代丸19トン型  木縄(大アジ用〕

         項目＼年40414243444546
         綱トン数8〃〃1939〃〃〃

         船Ps55一一〃〃一115〃".〃一

         .数灯船2〃〃魚1灯2÷〃         魚灯
         探トン数一一1.8&1.8〃〃一アる&3〃
         船舶          =PS10&10"〃20&る935一''
         ミ数運i漕船1〃"一〃〃
         一運
         .搬トン数53〃〃158         一船1丁∵ト
         ～船■十一1一二70,。35一〃〃〃         一一

         ''         乗・ユ・、
         灯船2x2・=4〃〃急ムL〃〃         糧

         さ,、運搬船運2漕2〃〃33〃〃〃         自

         早一=.
         計1・⊥・〃22〃〃〃

         省力機械⊥二⊥_⊥_網サバキ機          ネットゾンデ〃一
         浮子綱長180K220245265

         TT■1・.一.一」_二         沈子辻260…90305一一
         '材質ナイーロンテト回ンテドナイテトロン

         網主
         要大きさ6本9129
         地部一】一■
         目合12節121012

         網丈。,。ア0K9095105
         一■一一

         網地総長26口K320.35038口

         浮規格G・3〃〃〃

         子個数1,1001,2001.25口1.330

         材質1鉛〃〃・.
         沈."         一一

         規格50匁〃一〃.一〃.

         子.
         .1個数1.500ll.寧叩一乞00ポ睾;¶一00
         =≡

         小型旋網
         備考小型時代〃〃中型之

         大網凌し一転1一一換

 一∴＼年
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 第3表・

 内之浦港15福栄丸8トン;重ナジ網(大縄)

         ＼年預圓40414243444546
         網船トン数4.94〃〃〃8.82〃〃         圭S.25〃〃〃39〃

         王⊥1〃〃〃1'2〃一'一〃
         魚灯探艦船上空Ll..〃〃.〃1.01.0&1.5〃
         lPS8〃〃〃88&17〃

         数1〃〃..、"1〃〃

         運搬船一1一・トン数.8.65〃・"・."..&65〃一一"・.
         PS一一I25〃〃・〃一I25'{一.一一'一.I'一〃

         網船7〃〃〃1010〃

         灯船1〃〃〃11×2≡=12〃         乗組員蓮搬船2..〃〃〃2〃〃
         合計10.〃4〃1011〃

         省力機械14

         浮÷細長200K〃〃

         沈子綱長205〃〃

         材質テト回ン〃"一.

         縄主要地部一.大きさ6本〃"
         目合15節〃〃

         一一I

         網丈一86K〃〃

         網地総長280K〃〃

         浮子規格ブロートン・一Kア〃〃
         個数600・〃〃

         材質鉛〃〃

         沈子規格30匁〃〃
         個数2.000〃〃

         備考小型時代大網をし中型之転換.
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第4表

江石港

＼
 網.トン数
 船pS

数
魚灯
 探トイ勢
艦船

 PS.、・.

 5三代丸一.68ドニノ型

41」

597068.22

・・・…1
 魚1灯1・・1
19.%19.

7575

42

灯2

30.&30

150年150

43 44

       」一致運一般.,ト≡ン数遅2漕脚2フ&303280150100〃〃〃〃〃〃・」LL⊥98&〃〃〃.76'220〃〃〃200〃〃■〃''       一

       船
       PS〃〃

       4030〃〃

       1柱。〃〃6×2=12〃〃       乗組員運搬船運1水2弓型5〃〃9+8"二17〃〃.〃〃
       計81ア9.64〃〃計

省力機械

浮子綱長

.沈子綱長

 細三E
裏

1地部

材質

 大きさ

 目・合.

 網丈。

 網地総長、.

浮

子

;沈

子.

 規格、

 個数.、

親11格

鏑考

81

 網仰{キ機
 (S・39より〕

ア9.

350K420

355426

 クヒモナテト目ン

一12

 g節・・10

140K.180

 500K600一

 Gφ。

1.ア502.000

鉛

 1主O匁=・

64

サイドE←ラー

ネヅトゾンネ

14

95

(無結節)

 L203一

。1

ソナー

1〃

 と00鈎80

 ・98&一・・
35

宿5-
400&

150
500

29

 〃6・

490

497

4,100一



 IVカニ寵網漁法指導試験

 本県におけるガザミD一漁業は,・側網を玉体に雑魚籠網等で漁獲されている;

 一刺網り場合.羅縞後め処理に時間を要し.叉商品価値で6る魚俸り完全を乞姿そ漁獲出来在い失

 点が非常に多いので,之等の改良を目的として先進地あカニ龍網の逼ズによ一七沿岸漁業振興の一
 助とレて、今年慶は下記の2漁協を対象に試験操業を実施した。一一・一I
 上記の2つの欠点の解明については一応満足を結果が得られ走が、しかしガザミり分布(海域

 水深別〕回涛讐について解明されて率いので次年慶以降継続事業として実施する。
 試験結果については第1-2表に記した。

 該漁業試験に協力戴い走和治木・笠沙両漁協に感謝いたしIま和.
 ①カテ篭網瞬入先…新潟県新潟市尽船町入沢申五郎
 ②・導入数・…100ケ

 ③・価格…1ケ600円

 ④共同試験協力団体…加治木町漁業協同組合

笠沙町漁業協同組合.



第1表  カニ籠網操業経過表 (加治木漁協)

総重量

               調査月日4612-912-10一'12-1-112一一12・12,1312-14

               漁場名加治木沖①姶良沖②加治木片③姶良沖④加治末沖⑥・・⑥計一6回■'一一一
               投籠時亥1月16皇00η9〃11-3010円16-40

               揚籠時刻月10互00肌10〃10-1.011-05・10

               投入延時間18亘10m22.40一一・1Z30

               漁場水深2～5m2～402～15

               使用餌科オオメハタ〃〃

               使用籠数100ケ〃〃

               入籍尾数籠数尾数(%籠数尾数籠数尾数籠数尾数臨教尾数籠数尾数
               0尾587468

               12424343〕1717(4ス2}15・15242〕
               一一

               21122314〕816444)1122355)
               凹'一               漁獲物・「15214)1ミ…84)39145)               41457〕

               51一5Z1)210161)
               6以上その他1316%)
               計尾4270263632622148660■■一■303尾

               総重量.kg915㎏ぎ65.6z9469635.一5

 タイワンガザミ測定結果  12月加治末沖(2-5m)

殻長

梯捌

120

120

120

殻巾

 碗m

65

65

65

重量

9

190

190

170

'殻長

100・

110

1130

殻巾

55

55

77

重量

140

80

1ア0

幟長殿中

12060

11060

1・・1・・

重量

180

110

90

殻長

120

140

殻巾

65

77

重量

170

220
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 タイワンガザミ12月

殻長
1-00

110

100

130

115

殻巾

55

55

50

7口

60

重量

90

110

8口

160

130

殻長

110

125

115

115

ττ5

殻巾

50

65

60

55

60

姶良沖(2-40州.

重剣殻長殿巾 重量1
 8014口。80250

17012070160

901005075

8011560115

12011060110

殻長

105

120

110

115

115

殻巾

55

60

60

62

60

重量

90

140

90

τ20

110

 タイフジガザミ12月

殻長殿中!
100150

11560

11055

11055

12060

 重量i
80

130

95

90

130

殻長

115

105

100

1135

110

 カ酩台木神(2'15m)

 殻巾…重量1
60

-54

50

75

6口

殻長殿巾 重量1
1301005090

9510045ア0

8011560120

200130ア0160

110110509口

 i殻長1
13口

110

130

100

115

殻巾

ア0

55

75

50

65

重量

220

1{0

170

8口

130

 タイフソガサ.ミ1.2月  茄治末沖(ソー5m)

            殻長殻巾重量性'L長殻巾重量性一殻長磯巾重量性
            1ソ4591308'1ソ151120♀一1135690♀

            12262130〃12:～63140〃135721ア0〃

            1ソ059100〃13367200〃12060150〃

            τ1361τ1ア〃τ155612o〃13ア67160〃

            12264140''13264180〃12065150〃

            11555110〃11755110〃11561120〃

            974250〃12461130〃12059110}

            13062190〃11559110〃129ア0150〃

            10与5390〃12255100〃1105870〃
            11660130〃12765150〃13767180〃

            12161140〃12761130〃1き864150〃

            11857100〃11160100〃一一11358100〃
            994960〃12464150〃11558100〃

            11256120〃1ヨ167150〃1206013口〃

            1185480〃13164145〃11558125〃

            1136ア100♀1口05060〃1065380〃

            1005050〃1105590〃11760120〃

            12459120〃954860●.〃25180〃
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第2表  カニ籠網操業経過表(片浦漁協)

            調査月日1.14-16乞17-181.19-201.2卜21一1.21-22

            漁場名松島前赤セ・沖テサキ〃〃

            投籠時刻.4目!4時15分1ア14…019岬302008-302108.00

            揚籠時刻6日08時20分1808,3口.一町0a202108.002208.00...

            投入延時間37時間18242己3024

            漁場水深3～5例2-5～35～855一

            使用餌料メバル〃、メ・チカ"一〃

            使用籠数!・・一1二gケ3.950一1515
            入籠尾数1蝉尾マ数籠数尾数籠数尾数籠数尾数
            0尾6・2042.一29

            漁獲物188(42.1)55(35.ア〕66(仙0)1010(58.8〕44(500j            248(4Z1)ミ…≡642-3)2{(仙0う24(2邑5)24(5α0)
            313(15.1〕1一3(2t4〕13(1Z6j

            4
            5

            6以上側10パ14
            計1319イ91481d1317一68

            総重量晦50ミ1.72-0'2-3?

            ♂6,..547.6.

            性別

            ♀139101ジ1早.

 一州仁・



                   1.22-231.23-241.24-251.25-28{.28-291.29一引計

                   水門沖テサキ〃〃〃〃11回

                   22口8-202308.052408.202508.4028岬202908-40

                   2308.002408.202508.402809002908-403108.25

                   2a3024.152.4.207Z4023.2口4ア45

                   855～855

                   !バルメチカ〃〃メぐル

                   151545451515288

                   籠教数籠数尾数籠数尾数籠数尾数籠数尾数籠数尾数籠数数

                   210113ア10111160
                   一一一■

                   22(20.0)55〔1Z2)66(46.1j33(3ア5j22(33.3j51                   24(一4α0〕24(1珊〕12(250)24(66.7〕幻`51(381)'一■40(298)
                   13(2己1〕13(3Z5)515112〕

                   14(帆0〕28(2ス6)14(弧8)416(119}
                   山一^一'

                   碗1329212(41.4)212(89)
                   13295一10他2311"2981358468246134
                   ?1.5己91.51.2ロー6

                   ?41756262

                   ?61282476

一208一

担当者 塩田正人

岩倉栄



加治木町漁業協同組合操業漁場図

笠抄町漁業協同組合操業漁場図



 §大型魚礁設置事業予備調査

目的

 大型魚礁を設置するための適地選定に対する参考資料を得る事を目的とする。

 1I調査海域及び調査期間

 調益海域は第11図のと右カ

 a』I1内沖昭和46年10月2日～6日
 b竺座敷沖昭和46年10月13日～18日
 。島泊沖昭和46年10月13日～1B日

 α志布志叩昭和・・年16月1!日一・・日
 並謂査使用船及び調査従事者

 使用船試験船「拾拾すみ」(3758屯260馬力)
 調査従事者..んH清美.日高照船長外8名

 Iv調;査項目,調査方法
1.海底地形
 六分儀を用いて位置測量を行い,航走し庄がら魚群探知機で測深を行r走。

底質

 紬式採泥器で採泥」・丸川鋤幣∴雌組成を調べ秤量百分率を求眺
&潮流調査

 電気流速計(東邦電探.GM-2型リ,小野式目記流速計を使用し一表層(水面下5m).
 底層(海底から5胴上)について調査し走。

 4、底棲生物

 箱形ドレッジを用いて採集し走。

 V調査結果

 鹿児島県水産商工部水産課より、「大型魚礁設置事業予備調査報告書」として印刷発表した。
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第1図 調査海域



 §タイI漁葉実態調査

 I目的

 指定調査研究総合助成事業一底魚資源調査研究の』境として,鹿児島県に拾けるタイ類(マグ

 イチタ.イ.キダイ〕の生産量。分布、漁業実態を知る'ことを目的とする=。。一一一一

 ■調査地

 鹿児島県全域.王に北薩.西薩.南藤地域。

 皿調査項目及び方法

1
.

2.
3.

漁獲統計調査

 農林水産統計から漁獲量を調査し,標本港に阿久根.川内,

 標本船の市場伝票から日別銘柄別漁獲量を調査した。

 聞聴り調査

 北薩、西薩,南薩及び志布志の各漁港で漁業者に面接し.

 魚分布,環境を調査した。

魚体測定

 魚種別.銘柄別に体長(叉長〕を調査し走。

 市来を設定して.月別漁獲量又

 漁場一魚体、魚衝移動・産卵1幼.

 w調査結果

 昭和4ア年度西日本海域栽培漁業漁場資源生態調査報告書とあわせて発表する守定そある。

 i212一



 §カツオ釣漁船内ヒおけ書カツオ餌料問題の予備調査
1目的

 劣ツオ糠蜘一環と},ヵツォ漁加法紬離。一衰水棲構を調査し解科積込みか
 ら漁場・までの現況を観測調査し今僕の問題点を明らかにする。.

 2調査の概要

(1)調査項目

 ω活魚槍の構造に関する問題

 ←j漁船に積込むまでの解料り問題

 h積込み後の活魚鰭D壌境及餌料り鑑死

 H船内餌料管理の問題

:佃調査期間
 昭和47年ア月解場調査

10月一活魚鎗調査

10月24日
}剰鵠査

11月10日

(3)調査対象船

鹿児島県枕崎市枕崎漁業協同組合自営船.麗洋丸(192屯)

3調査結果

 別冊「鹿児島県水産試験場記要」で詳細に報告する予定であるので省略する。

一213一



 §海底調査

屋久島南部海域

1.目的

 昭和39年度からの継続事業で.沿岸域の海底の扶態を明らかにし;新しく確認された天然

 礁.或は既知魚礁の位置形状を把握し漁場り高度利用に供する事を目的とする。

 z調査プラ法

 a)調査船'きつ庄ん1・'1・一6屯57520馬力

 b)調査方法

 1J調査期間昭和46年ア月15日～8月9日

2)調査入員調査員2名船員18名

 5)水深水深は海上電機製魚群探知機垂直用D-4型を連続作動することに.より測

 定した二又水深は潮汐表により最低々湖面からり深さに修正し海図と同基
 準とし.mで示した。

 4)位置測定海底平坦を海域てば10分内外起伏の激しい海域では5分内外の間隔で

 測定した。

5)位置測定器具

 。六分儀2台.船上で同時に測定

 。レーダー各点で撮影し帰港暖ネガを万能投影機で10倍に抗し.位置決定の参

 者にした。一

 6j調査線緯慶1,経度1分母D碁盤り目状に90線を設けた。

調査線総長約1,600浬

 ア)調査海域一別図のとおりで約ア50平方浬の海域

 己…餐洋斗り耳目りIまとめ

 5万分り1地図上に調査線を記入し魚探記録から水深を転写.100m毎の等深韓を記入し
 起伏のある海底は詳細に水深および起伏の状況(記号によ虫凸状,凹状を表現する)を記入し'

 走。原図は写真撮影D上、海図犬りポリエチレン乾板に焼つけてこれを再び青写真に焼つけて

 海底図とした。

皿奄美大島南部海域

1.目的

 奄美開発調査D一麗として実施し先もので目的は屋久島南部海域に。同じ。.・一・一。.=

2.調査方法

 a〕調査船さつ宏ん116屯5ア520馬力

 一・2-4一



 b)調査方法

 1〕調奪期間昭和47年2月1日～3月1日

2)調査入員調査員2名船員18名.

 5)水深屋久島南部海域に同じ

 ..4,位置測定屋久島南部海域に向じ
5)位軍測定器具

 〇六分儀昼間陸上物標が判明する場合2台で同時に測定した。.
 。ロラン陸岸から遠く物標が判明し珪い場合拾よび夜間は2台Dロランを使用

 し走。

 0デソカロランと併用

 。レーダー屋久島南部海域に回し

 、.6〕調査線緯度.経度2分母の碁盤の目状に63線を設け走。

調査線延長約1,600浬

 ア)調査海域別図のと抽りで約1,600平方浬の海域

 ・一ミ…≒..。'j1費科の取りま・とゆ

皿阿久根玉川内沖合

1.目的

 屋久島南部海域に同じ。

 z調師法
 a)調査一般卦おすみ37屯58,260馬力.

 b〕調査カ法

 1)調査期間昭和46年9月25台㍗10月名日

2)調査人貴調査員1名船員8名

 .3):一水深屋久島南部海域に同。じ。但し魚探は古野電気製F亘G15.00型(=拡大記

 録機亙MA7型付)使用も.

 4〕位置測定屋久島南部海域に同じ。

 5ジ位置測定器具
 .。六分儀2台'船上で同時に測定

 6〕調査線1000m毎の妻1盤の目状に43線を設けた。二'、Hポー一“人当一'
調査線延長約370浬

 ・7)調査海域別図のと括りで約80平方漫の海域

 3.資料の取りまとめ

 屋久島霜部海域に同㌦

一2,5一



 IV資料の配布状況

   調査年産海底図一名配布部数

   翻身近海その1一280
   59

   "その2312

   野間岬北西海域57
   40

   坊ノ岬西部海域21

   枕崎至開聞海域7
   41

   開聞至佐多岬沖一5一
   ■一'

   大隅東部海域その123
   42

   ・一その213

   43竹島～硫黄島近海42

   黒島近海68
   44

   東町沿岸域12

   種子島玉屋久島海域149
   45

   長島海域1アa

   40総括編76

   針1,234

担当者=岩倉栄

前田一己

一州6一二



 調査海域図(屋久島南部海域〕
 (阿久根玉川内沖合〕

調査海域図(奄美大鳥南部海域)

枠内数字

調査年度



漁業用海底図
屋久島南部海域



漁業用海底図
奄美大島南部海域



漁業用海底図

阿久根至川内沖合


